
　重点目標一覧表 担当部局名 政策企画局
【平成２４年度重点目標】 【平成２５年度重点目標】

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①施工検討会議の実施～竣工(26年3月)
②発注方針の検討～決定（5月中）
　全工事の発注～契約（9月末）
③施工者との連絡調整と提案内容の
　実施調整と履行確認（年度内）
④広報うえだ2回、ＨＰ随時更新月1回以上
　行政チャンネル１回以上、現場見学会
　2回以上（年度内）

重点目標
期限・数値目標等

①条例制定(6月まで）
　利用方法等（9月まで）
③ラインナップ（4月～8月）　　
　アーティスト調整等（8月から3月）

③市民サポーター組織の検討（年度内）
　実行委員会によるプレ事業2回実施

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①年度内

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①通年

②6月頃まで

③年度内

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①通年

②通年

③通年

市長指示事項 市長指示事項

③各種施策の総合調整
　総合調整機能（横断的連携促進・担当課支援）の発揮による、諸課題
　の解決、新たな施策の展開
　（遊休市有地等の有効活用、大学連携等）

・交流・文化施設の運営・管理方法については、工夫を凝らし、様々な視点から検討すること。 ・交流・文化施設については、運営方法も含め開館に向けて着実に取り組むこと。
・定住と交流人口の増加については、全市上げて取り組めるよう調整を図ること。

４

地域活性化プロジェクトの推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①資源循環型施設の整備に向けた地域振興策の検討
　関係地区の住民意見等を踏まえた地域振興策の具体化、各種課題の庁内
　調整
②真田ブランドを活かしたまちづくりの推進
　「幸村の郷まちづくりプロジェクト」を基盤とした事業展開を図るため
　の庁内組織の立ち上げと実施計画の策定

④新規雇用の創出に向けた取組 ④緊急雇用創出事業活用の庁内調整を図り、124人(うち新規113人)
　の雇用を創出

③資源循環型施設の整備に向けた地域振興策の検討 ③地域振興策の一案としてメガソーラー設置を提示、地区説明会で 　住まい情報のほか、子育て、仕事など移住に係る総合的な情報の提供
　住民意見等を聴取

（民間主体の放映実現に向けた活動の支援、実現した ②「幸村の郷まちづくりプロジェクト」の事務局として総合調整を ③空き家ﾊﾞﾝｸの検討・制度創設
　場合の対策） 　図り、プロジェクトの事業案を報告、具体的計画の作成は未了 　宅地建物取引業協会との連携による制度の検討と構築

　提供により各課の取組を支援   中心市としての総合調整機能発揮による共生ビジョンの着実な推進
（事業所用太陽光発電設備設置費補助制度、小水力発電設備設置、 ②定住・交流人口施策体系の作成

②真田を活かしたまちづくりの推進 　グリーンニューディール基金活用、メガソーラーの取組等） 　これまでの取組の体系づけによる情報発信と不足する取組の検証３

地域活性化プロジェクトの推進 上田地域定住自立圏及び上田市定住・交流人口増加策の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①再生可能エネルギーの利活用の検討 ①再生可能エネルギー利活用促進に関する総合調整、情報収集・ ①上田地域定住自立圏共生ビジョンの進捗管理、検証、見直し

③共生ビジョンの見直し ③懇談会2回開催、意見等を踏まえて12月14日に共生ビジョンを
　変更、25年度予算に反映

　総合調整を図り、概ね計画どおり事業を推進   自治基本条例に基づく地域内分権を見据えた計画の構成、期間、地域ま
②嬬恋村との調整・協定締結 ②市町村間及び庁内担当課との連絡調整を密に図り、嬬恋村との 　ちづくり方針の扱い、市民参画の手法、策定スケジュール等の方針決定

　協定及び立科町との追加協定を10月9日締結、新たな連携を強化

２

上田地域定住自立圏の推進 第二次上田市総合計画の策定に向けた検討
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①事業の推進及び進捗監理 ①構成市町村及び庁内の連絡調整、進捗確認等、中心市として ①第二次上田市総合計画の策定（新市建設計画の見直し含む）に向けた検討

④運営管理、市民利用のための諸準備
　ピアノほか備品の調達、オーケストラの提携検討、チケット販売、
  警備、清掃、機械維持管理等の手法決定

④ピアノほか備品の選定・発注(年度内）
  オケ提携決定（10月）
　維持管理等諸準備（年度内）

　文化の薫るまちづくり実行委員会を設立し、集いを実施 約700人参加 ②開館記念事業の計画、推進
　市民に来場いただき楽しんでいただくための、市民要望を取り入れた、
　様々なジャンルの魅力的なラインナップづくり

③開館に向けた体制づくりと事業の検討・準備 ③体制づくりと事業の検討・準備
（運営管理体制・組織、使用料、設置条例・規則案の検
討、自主事業・開館記念事業の検討、専門人材の情報収
集・確保）

・まちに賑わいと活気を与える新たな施設をつくるため、専門家
　の指導のもと、体制、条例・規則案、自主事業等を検討 ③市民との協働の取組の推進

　市民サポーター組織の検討、実行委員会によるプレ事業・舞台技術の専門人材を外部から2人招聘

 （出前講座1回25人、地域協議会・自治会・団体等17回1544人、 具体的な重点取組項目（箇条書き）
　工事説明会4回73人） ①市民にどのような施設ができ、どのように利用できるかを示す条例の

　制定、利用方法及び受付方法等の確立・市民との協働（施設の応援団づくり）

・契約時に定めた出来高進捗率11％を達成
②市民への周知・ＰＲ（近隣自治会等における説明会の
開催、市民・利用者団体等への周知と懇談）

②周知・ＰＲ
 ・説明会等延22回1,642人参加 交流・文化施設の開館準備

　舞台設備工事に対応
・総合評価による提案事業の地域貢献や施工の成果を確認

　工事監理監督体制を確立 　技術力がより発揮される提案の活用
・舞台設備研究会を設置しｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰから助言を受けながら ④開館に向けた機運の高まりに繋がる工事情報の発信

②外構、緑地広場工事が地域経済への波及と地元企業育成に繋がり円滑な
　8月5日着工 　施工が可能となる発注方法の確立と早期発注
・工事監督業務を委託し、技術職員が常駐する現地事務所を設け、 ③総合評価方式の提案が地域経済や地域文化の向上に生かされ、施工者の

１

交流・文化の拠点づくり 交流・文化施設の建設
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①施工者の選考と確実な施工（施工者選定・発注・着工・
建設・工事監理）

①施工者の選定と確実な施工 ①工事品質の確保と工期内竣工に向けた工事監理と連絡調整
・分離発注方式と総合評価方式により６工種の工事を発注契約

1


